【報告】アクティブ・ラ－ニングの視点に立った授業改善 ―中等教育と高等教育を繋ぐ― by 國枝 徹朗 et al.
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            ↓ 
B,課題の把握～本時に行う教育課程編成の内容につい
て掴み、活動への見通しをもつ。 
            ↓ 
C,課題追究～資料等に基づき、教育課程編成の自分な
りのプランを立てる。 
            ↓ 
D,グル－プワーク～小集団でプランの交流をして、グ
ル－プとしての教育課程プランを作成する。 




























































































































































































































































◇こんな子ども(児童)にしないと　      ◇そのために教師は・・・
①集中力に欠けている　　　　　　　        →①②集中力維持のための工夫(話し合い等)取り入れる
②私語をしたり、取り組まない子
③自分の考えを述べる問題が下回っている　　→③自分の考えを発表する場を設ける
④児童の個人差                            →④個人差は仕方ないが差が開くのを防ぐ
⑤一人ぼっち　　　　　　　　　　　　　　　→⑤みんなで関わること、遊べることをする
⑥自分の役割をやらない　　　　　　　　    →⑥役割ノ－トを作成し、できたらシ－ルをはる
⑦相手を思いやる心ない　　　　　        　→⑦道徳の授業で自分がなってみたらと考えさせる
⑧食事、自己管理　　　　　　　　        　→⑧保健の授業
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N    思いやりの心をもち、自らすすんで行動できる児童の育成
◎◎ビデオ資料の活用　　◎話し合い指導の工夫　　希・親・勤=公
O    自分の役割・他人を思いやることができ、豊かな人間性をもった児童の育成
◎◎実話の本の活用　　　希・親
教科
M    主体的に学習に取り組み、互いに高め合う児童の育成
◎◎アクティブ・ラーニングの充実　　◎家庭学習・課題の工夫
◎◎基礎を固め、活用・応用力を高める授業内容の工夫
N    何事にも関心をもち、疑問などを積極的に解決しようとする児童の育成
◎◎総合などの授業との関連づけた授業の実践
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